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問1 明の永楽帝によって遷都され、北方のモンゴルなどの敵対勢力に近接する軍事上の要地としての役割を持ち、のちに中国東北
部から興った王朝によっても都とされた都市はどこか。 （2022年　全国公立入試　類似）

1.  開封 2.  北京 3.  洛陽 4.  長安

問2 清の乾隆帝の命によって編纂された、中国古今の膨大な書籍を「経・史・子・集」の4部門に分類して収録した一大叢書は何
か。この編纂事業の過程では、学術の振興が図られる一方で、反清的な思想を含む書籍の検閲や禁書処分も徹底して行われ
た。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  永楽大典 2.  太平御覧 3.  四庫全書 4.  四書大全

問3 16世紀後半のロシア（モスクワ大公国）において、正式に「ツァーリ」の称号を用いて専制政治を推進し、コサックの首長イ
ェルマークらの遠征によってシベリア進出を開始した君主は誰か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  イヴァン4世 2.  ニコライ2世 3.  ニコライ1世 4.  イヴァン3世

問4 15世紀末にスペインの支援を受け、大西洋を西へ航海してカリブ海の島に到達した。この航海はヨーロッパによるアメリカ大
陸への進出の契機となったが、本人はそこをアジアの一部であると信じていたとされる、ジェノヴァ出身の航海者は誰か。

（2025年　全国公立入試　類似）

1.  カルティエ 2.  エルカーノ 3.  コロンブス 4.  ヴェスプッチ

問5 18世紀後半、東欧の王国において王位継承問題や国内の混乱が続くなか、隣接するロシア、プロイセン、オーストリアの3国
が介入し、3回にわたってその領土を分け合った。これにより、1795年にこの王国は完全に消滅し、第一次世界大戦後まで独
立を失うこととなった。この歴史的出来事を何というか。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  ティルジット条約 2.  ユトレヒト条約 3.  ニスタット条約 4.  ポーランド分割

問6 18世紀末にラーマ1世によって創設され、バンコクを首都とした。19世紀後半以降、欧米列強の圧力を受ける中で対外貿易を
拡大させ、近代化改革を進めることで東南アジアにおいて唯一独立を維持したタイの王朝は何か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  スコータイ朝 2.  アユタヤ朝 3.  マタラム朝 4.  チャクリ朝

問7 16世紀後半のレパントの海戦に加わって負傷した経歴を持ち、17世紀初頭のスペインにおいて、没落していく騎士階級や時代
遅れの騎士道精神をユーモラスに風刺した長編小説『ドン＝キホーテ』を著した作家は誰か。 （2012年　全国公立入試　類似）

1.  セルバンテス 2.  アリオースト 3.  チョーサー 4.  モンテーニュ

問8 豊臣秀吉による軍事侵攻によって日朝関係は一時断絶したが、その後に成立した江戸幕府によって国交が回復された。17世紀
から19世紀初めにかけて、将軍の代替わりなどの慶事を祝うために、朝鮮から日本へ派遣された公式の外交使節を何という
か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  朝鮮通信使 2.  琉球慶賀使 3.  日本国王使 4.  琉球謝恩使

問9 16世紀以降、ヨーロッパ諸国によるアメリカ大陸の植民地化が進むなかで、銀山での過酷な労働やヨーロッパから持ち込まれ
た感染症により、現地に居住していた先住民の人口が激減した。この深刻な労働力不足を補うため、サトウキビやタバコなど
のプランテーションや鉱山で働かせる目的で、大西洋を渡って強制的に連行・輸送された人々を何と呼ぶか。 （2016年　全国公立入試　

類似）

1.  黒人奴隷 2.  混血住民 3.  契約移民 4.  先住民族

問10 15世紀前半の明において、積極的な対外進出を行い、北方の東北地方（アムール川流域）にまで支配を広げたほか、モンゴル
高原への親征やベトナムへの侵攻、さらには南海遠征の派遣などを行った、明朝の第3代皇帝は誰か。 （2020年　全国公立入試　類似）

1.  万暦帝 2.  永楽帝 3.  崇禎帝 4.  洪武帝
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答え合わせ・解説 No.4

問1 答え 2
北京

明の第3代皇帝である永楽帝は、自身の基盤であった燕京（のちの北京）に遷都した。この都市は
北方の遊牧勢力に対する防衛の最前線にあたる軍事上の要地であった。明の滅亡後、中国東北部
（満洲）から興った女真（満洲）の王朝がこの都市を占領し、引き続き自らの都として位置づけ
た。

問2 答え 3
四庫全書

清の乾隆帝の時代に国家事業として編纂されたこの叢書は、書籍を経（儒学経典）、史（歴史
書）、子（諸子百家・技術書）、集（文学）の四部に分類する「四部分類」を採用した。この事業
は文化の集大成であると同時に、清朝の支配に不都合な記述（反清思想など）を持つ書籍をあぶり
出し、検閲・禁書処分にする思想統制の側面も持っていた。

問3 答え 1
イヴァン4世

16世紀後半にモスクワ大公国の君主として君臨した人物を問う問題。彼は正式に「ツァーリ」の称
号を用いて専制政治を強化し、「雷帝」とも呼ばれた。彼の治世には、コサックの首長イェルマー
クがシベリアのシビル＝ハン国を討ち、ロシアのアジア方面への領土拡大の端緒が開かれた。な
お、ビザンツ皇帝の姪と結婚してツァーリを自称し始めたのは15世紀後半のイヴァン3世であり、
ステンカ・ラージンの乱が起きたのは17世紀後半のアレクセイの治世であるため、混同に注意した
い。

問4 答え 3
コロンブス

1492年、スペイン女王イサベルの援助を得たコロンブスは、大西洋を西行してサンサルバドル島に
到達した。彼は死ぬまでその地をインド（アジア）の一部と信じていたため、周辺の島々は西イン
ド諸島、先住民はインディアン（インディオ）と呼ばれるようになった。

問5 答え 4
ポーランド分割

18世紀後半、選挙王制や貴族の対立により弱体化していたポーランドに対し、隣国のロシア、プロ
イセン、オーストリアが介入した。1772年、1793年、1795年の3回にわたり領土が分割され、第
3回分割によってポーランドは国家として完全に消滅した。この出来事は、絶対主義国家による勢
力均衡政策の典型例とされる。

問6 答え 4
チャクリ朝

1782年にラーマ1世が創設したチャクリ朝（ラタナコーシン朝）は、バンコクを首都に定めた。19
世紀後半にはイギリスとのボウリング条約締結などを契機に対外貿易が急速に発展し、首都バンコ
クは国際貿易都市として拡大した。ラーマ5世らの近代化政策により、植民地化を免れて独立を維
持した。

問7 答え 1
セルバンテス

『ドン＝キホーテ』の著者であるセルバンテスは、スペインの全盛期から衰退期にかけて活動した
作家である。レパントの海戦で左手を負傷し、のちに海賊に捕らえられて奴隷生活を送るなど波乱
の人生を歩んだ。彼の作品は、中世的な騎士道物語をパロディ化し、近代小説の先駆となった。

問8 答え 1
朝鮮通信使

豊臣秀吉による朝鮮侵略の後、徳川家康は対馬の宗氏を通じて朝鮮との国交回復交渉を進めた。そ
の結果、国交が回復し、将軍の代替わりなどの機会に朝鮮から日本へ使節が派遣されるようになっ
た。この使節は、両国間の平和の維持や文化交流において重要な役割を果たした。

問9 答え 1
黒人奴隷

16世紀以降、スペインなどのヨーロッパ諸国はアメリカ大陸を植民地化し、ポトシ銀山などの鉱山
開発や、サトウキビなどのプランテーション農業を展開した。しかし、過酷な労働やヨーロッパか
ら持ち込まれた天然痘などの感染症により、先住民（インディオ）の人口が激減した。このため、
代替の労働力として西アフリカなどから大量の人々が強制的に連行され、大西洋三角貿易を通じて
アメリカ大陸へと送り込まれた。

問10 答え 2
永楽帝

15世紀前半に即位した明の第3代皇帝である永楽帝は、積極的な対外策を展開した。北方のモンゴ
ル（北元）への親征を重ね、東北地方のアムール川（黒竜江）流域にまで支配を広げて奴児干都司
を設置した。また、南方ではベトナム（大越）を一時的に直轄領とし、鄭和に命じて大規模な南海
遠征を行わせるなど、明の最大領域を現出させた。


